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３ 要旨

ヤブツルアズキが発生した大豆ほ場では、中耕、除草剤の株間処理により発生数の軽減を図ることが出来る。ま

た、除草剤の株間処理が困難な場合や、発生が多発するほ場では、復田することで発芽可能な種子密度を小さくする

ことが可能である。

(1) 中耕を行うことにより、ヤブツルアズキの発生数は22～27％まで減少した(図1)。また、中耕と共に除草剤の株間処

理(成分：グルホシネート)を散布することでほぼ全てのヤブツルアズキを防除することができた。

(2) 水田移植時に水田の深さ5ｃｍに埋設したヤブツルアズキの種子は、水稲1作期の間に44％まで減少した(図2)。

４ 成果を得た課題名

(1) 研究期間 平成24年度～26年度

(2) 研究課題名 浜通りにおける大豆、麦類の高品質・安定生産に向けた技術の確立
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図１ ヤブツルアヅキの発生本数（2014年）
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図２ ヤブツルアズキの水田条件下

の埋設種子種子生存率（2013年）


